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凡例

１本書は､ 奈良国立文化財研究所飛鳥藤原寓跡発掘調査部が1 9 9 8 年度に実施した藤原宮跡、

藤原京跡および飛鳥地域等の発掘調査の概要報告である。執筆は主として調査担当者が

、ｌ１たり、出土世物については各調査室のメンバーが執筆した。

２発掘調査の呼称は、1 9 9 7 年度より「飛鳥藤原第口次調査」に統一している。

３遺構図に付す座標値は平面i 肖角座標系第Ⅳ系により、高さは海抜高で表す。

４遺構には一連の番号を付し、その前に遺椛の種別を示す記号を付した。略称は以下の通

りであるｏＳＡ( 築地・塀) 、ＳＢ( 建物) 、ＳＣ( 川廊) 、ＳＤ( 溝) 、ＳＥ( 井戸) 、ＳＦ( 道路) 、

ＳＧ( 池・' 刺地) 、ＳＫ( 土坑) 、ＳＳ( 足場穴) 、ＳＹ( 瓦窯) 、ＳＸ( その他) 。

５藤原宮内の地区区分については、『飛鳥・藤原概報2 6 』( 3 頁) を参照されたい。

６７世紀代の土器の時期区分は、飛鳥Ｉ～Ｖと表す。詳細は『藤原報告Ⅱ』( 9 2 ～１００頁）を

参照されたい。

７藤原京の京城については、岸俊男の東西８坊、南北1 2 条説を超えた広がりをもつことが

確実であるが、当初から大きかったのか、後に拡大したものか、逆に縮小したものかと

いった未解決の問題を残し、京極( 特に南北）も未確定である。当調査部で実施した本

年度の京内の調査は、従来の岸説藤原京の範囲内に納まるため、調査位置図は岸説藤原

京域をⅢいて表すこととする。

８本報文末収録の調査については、７２頁の「その他の発掘調査概要」を参照されたい。

９年報Ｉの細集は木村勉・深津芳樹．、年報Ⅱの柵集は長尾充、年報Ⅲの編集は金田明大が

担当した。
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8 7 次５A K A J ・Ｈ飛鳥池遺跡9 7 . 1 2 . 4 ～9 8 . 7 J 3 1 1 . 9 0 0 mg 明日符村飛. 卿花谷浩
小深毅
安田龍太郎

9 0 次５ＡＷＨＪ. Ｋ・Ｑ・Ｒ藤原京右京八条一坊9 8 4 . 7 ～7 . 3 0 1 . 2 0 0 ｍ：概脈市上飛騨町深祁芳樹・
伊藤散太郎

9 2 次５ＡＫＡ｡ Ｂ’ ５A ME - E ．Ｆ，飛鳥池取方逝跡9 8 . 4 . 7 ～6 . 1 5 6 0 1 ㎡明Ｒ呑村飛恥長尾充
５ＢＡＳＭ

９３次５ＡＫＡ. H ’ ５B A S N飛鳥池遮跡9 8 . 7 . 6 ～9 9 . 2 2 1 2 . 2 0 0 m童明日番村飛, 蝿花谷浩・
巽淳一郎

9 4 次５A J ＥＴ藻原宮西北官術地区9 8 . 1 1 . 2 0 ～９９３１７１# 3 0 0 m胃橿原市鯉闇町鈴木悪介・
小野健吉

9 5 次５A D D - T 。Ｕ’ ５A D L . Ｅ吉備池廃寺9 9 1 . 7 ～‘ 1 2 2 ７２４，２桜井市吉側西口癖生

9 6 次５A ＪＬＣ．，藤原宮西面南門・大垣9 9 2 . 8 ～3 . 4 2 0 4 ｍ。概原市剥手町毛利光俊彦

9 7 次５B A S , Ｍ飛脚寺東南隅9 9 . 3 . 1 5 ～5 . 7 3 6 0 m寮明ロ香村, 飛脚毛利光俊彦

9 1 - 2 次５ B Y D - D ・Ｌ山田寺９８４１．１６１１ｍ：桜井市山田伊藤敬太郎

9 1 . 3 次５A J C - L 藤原京左京五条三坊9 8 4 2 1 ～4 . 2 2 ３０㎡悩原市下八釣町安田前太郎

9 1 - 4 次５B O Q ・Ｌ奥山久米寺9 8 . 5 . 1 9 ～ 5 . 2 0 ８，２明ロ寄付奥山水戸部秀樹

9 1 . 5 次５ B Y D - M 山田が 9 8 . 5 2 1 １ｍ箸桜井市山田、福涼

9 1 . 6 次５A K A . Ａ・Ｂ飛，鮎池東方辿跡9 8 . 6 . 1 8 ～6 . 2 9 1 1 1 ｍ雪明ロ将付飛脚長尾光

9 1 - 7 次５B K H ､ Ａ川臓寺9 8 . 6 2 4 ～ 7 2 3 1 2 6 ｍ賢明日呑村川ﾙ ; 《鈴木恵介

9 1 - 8 次５A M D - Ｎ飛脚寺北而大垣9 8 . 7 . 6 ～ 7 2 9 ６５m 零明日香村飛脚花谷浩

9 1 - 9 次５ A J P J 藤原京左京一条一坊９師 ‘ 2 １８m 雪悩原市醍醐町島田敏男

9 1 - 1 0 次５ A ＪＲＪ藤原京左束一条一坊９８８．１９８m ：悩原市醍開町水戸部秀樹

9 1 - 1 1 次５A J L - E ・Ｆ藤､ ; 輔西而内泳9 8 . 9 3 ７７m箸柵I j I 姉凹分町水戸部秀樹

9 1 . 1 2 次５ B Y D , Ｍ山川寺 9 8 . 9 . 2 5 １ｍ雪桜井市山Ⅲ水戸部秀樹

9 1 - 1 3 次５ＡＫＡ－Ｃ飛脚池逝跡９８．１１．１７２，２明日秀村飛 . l f 6 1 1 1 柵涼

9 1 - 1 4 次５ B A S ・Ｍ飛鳥池遮跡 9 8 . 1 1 . 1 9 ３５ｍ賢明日符村飛 . 偽奨尼充

9 1 . 1 5 次５A J E ､ Ｓ藤原宮内襲西宮栃地区9 8 . 1 2 . 1 6 ～1 2 . 1 7 １２㎡概原市醍醐町小沸殻

9 1 - 1 6 次５A J M - A 藤服富四面内糠9 9 2 1 7 ～2 . 1 8 ４ｍｇ梱原市四分町水戸部秀樹

9 1 - 1 7 次５ B A S ､ Ｍ飛鳥寺東南隅 9 8 . 1 0 . 2 1 ５，２明日香村飛偽小深殻
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表1 1 9 9 8 年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部発堀調査・立会調査一覧

調査次数調査地区遺跡調査期間面積調査地担当者調音蓉閃 掲城頁

市営住宅地造成

万葉ミュージアム建設

万業ミュージァム建設

閥公公民航遮設

ＡＮＮＵＡＬＢＵＬＬＥＴＩＮ
ｏｆＮａｒａＮａｔｉｏｎａｌＣｕl tural Propert i esResearchl nst i t ut e

l 999 - Ⅱ

万業ミュージァム建設 ２６～隠秘

１４～1 7

53～６１

３３～5２

４～９

学術洲猫

縄手池渡岸改修

万菜ミュージアム建設

史跡整側・立会

住宅述設

佐宅述股

史跡韮側・立会

万難ミュージアム建設・立会

共同群埋股

住宅述溌

道路拡棚（1 6 5号熱）

道鮎側榔付砕（1 6 5 号線）

史跡確伽・立会

史跡錐側・立会

吉野川分水・立会

万紫ミュージアム延設・立会

住宅巡股

史跡蕊備・立会

万紫ミュージアム建設・立会
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